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平
成
二
十
七
年
度
は
、
昨
年
度
に
策

定
し
た
「
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
に
基
づ

い
て
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
 

 
各
専
門
部
（
生
活
安
全
部
、
環
境
部
、

福
祉
部
、
教
育
文
化
部
、
広
報
部
、
垣

生
山
整
備
部
）
と
も
、
自
主
的
に
部
会

を
開
催
し
、
計
画
→
実
施
→
検
討
を
繰

り
返
し
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
実
践
活

動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
 

 
限
ら
れ
た
予
算
、
人
材
、
時
間
等
々

課
題
も
多
く
、
思
う
よ
う
に
は
か
ど
ら

な
い
も
ど
か
し
さ
も
あ
る
な
か
で
、
各

部
と
も
少
し
ず
つ
成
果
を
出
し
て
お
り

ま
す
が
、
今
回
は
生
活
安
全
部
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
ま
す
。
 

 
数
あ
る
取
り
組
み
課
題
の
な
か
で

「
災
害
に
強
い
ま
ち
へ
の
取
り
組
み
強

化
」
に
つ
い
て
は
、
生
石
地
区
自
主
防

災
組
織
連
合
会
と
共
催
で
、
防
災
講
習

会
を
生
石
地
区
内
で
十
回
開
催
し
、
参

加
者
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
 

 
ま
た
「
交
通
安
全
活
動
の
推
進
」
で

は
、
交
通
安
全
マ
ッ
プ
を
完
成
さ
せ
て

お
り
ま
す
の
で
近
々
皆
様
の
お
手
元
に

届
く
と
思
い
ま
す
。
 

 
生
石
地
区
の
ど
こ
が
危
険
箇
所
か
、

注
意
を
要
す
る
場
所
な
の
か
を
、
過
去

三
年
間
の
デ
ー
タ
か
ら
一
目
で
わ
か
る

よ
う
に
見
や
す
く
、
分
か
り
や
す
く
作

ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
活
用

く
だ
さ
い
。
次
回
は
別
の
部
会
を
紹
介

し
ま
す
。
 

 
「
生
石
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
関

心
の
あ
る
方
、
協
力
で
き
る
方
是
非
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

 

「

  
 

 
 

 
 

 

はに
取
り
組
ん
で

の
中
で

交
通
安
全
協
会
生
石
支
部
と
連

携
し
て

プ

 

内
の
過
去
３
年
間
の
交
通
事
故

デ
ー
タ
を
基
に
危
険

ピ
ッ
ク

示
し
て
い
ま
す

 

地
域
の
皆
様
に
幅
広
く
交
通
安

全
に
役
立
て
て
も
ら
う
た
め

今
年
度
中
に

中
学
校
や
公
民
館

ど
に
配
布
し
て

  

  

 忽那山は、その昔、島が陸続きとなった地形

であったのでしょうか？ 

 １３９５年頃、１８代忽那郡因幡守 藤原通

定が生石村吉田の忽那山に砦を築いた記録が

あります。現在の北吉田町の忽那山(49ｍ)で

す。南北朝期になると、忽那諸島の中島泰ノ

山城主忽那式部小輔以降、忽那氏の持ち城と

なりました。永禄８年、豊後大友氏の家臣星

野氏が、伊予に攻め寄せた際に、通景は通 

康・通恭と共に防戦し守りきったそうです。 

 想い出のこの地も昭和１６年頃には、松山

海軍航空隊基地となり、昭和２０年に終戦。 

 戦後は周囲の海が埋め立てられ、大工場に

挟まれた小さな丘からは想像することすら難

しいのですが・・・ 

            （出原エイ子記） 
  参考資料；「ふるさと見て歩き」生石公民館より 

                  

忽那山城のそのむかし 
   
 

 人生の節目である成人式を今年迎えました。 

私がここまで成長できましたのは、親をはじめ、 

諸先生方、さらには地域の方々や多くの人々に温かく見守られ、支く

見守られ、支えてもらったおかげだと思います。 

 成人したことを機に、自覚を持ち、社会人としての責務など、多く

のことを学び、経験し、理解していくことが大切になります。 

 現在は倉敷の会社に勤めていますが、「ふるさとは遠きにありて思

うもの」の詩の一節にもあるように、離れてみると松山人のやさしさ、

温かさが実感できます。小・中学校の友達もなつかしい思いがします。 

 いづれ松山への転勤もあると思いますが、その時は地域のために少

しでも役立つことを心がけて貢献したいと思っています。 

                  新成人代表  村上 力斗 

 

感謝の気もちと決意！ 

１面 

ま
ち
づ
く
り
協
議
会

 

 
 
副
会
長

 

 
 
 
渡
邉
 
武
敏

 

 

祝 新成人！ 平成２８年 生石地区で１８４人！！ 

生石地区まちづくり協議会 
発行責任者；福山 勝幸 

編集責任者；石本 隆廣 
松山市高岡町８６０－６７ 

ＴＥＬ／ＦＡＸ；９７１－２９７５ 

発行日 平成２８年 ３月 １日 ＶＯＬ．７ 



２面 

「
交
通
安
全
マ
ッ
プ
」
で 

 

交
通
事
故 

撲
滅
を 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

 

 

生
活
安
全
部
で
は
、
今
年
度

は
主
に
交
通
安
全
活
動
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
新
た
な
試
み
と
し
て

交
通
安
全
協
会
生
石
支
部
と
連

携
し
て
、
「
交
通
安
全
マ
ッ

プ
」
を
作
成
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
マ
ッ
プ
は
、
生
石
地
区

内
の
過
去
３
年
間
の
交
通
事
故

デ
ー
タ
を
基
に
危
険
箇
所
を

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
地
図
に
表

示
し
て
い
ま
す
。 

 

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

地
域
の
皆
様
に
幅
広
く
交
通
安

全
に
役
立
て
て
も
ら
う
た
め
、

今
年
度
中
に
、
地
区
内
の
小
・

中
学
校
や
公
民
館
、
事
業
所
な

ど
に
配
布
し
て
、
様
々
な
場
所 

に
掲
示
し
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
全
家
庭
に
も
配
布
す
る

予
定
で
す
。
 

 
ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
、
危
険

な
交
差
点
な
ど
を
、
住
民
の
皆

様
、
お
一
人
、
お
一
人
が
把
握

し
て
い
た
だ
き
、
交
通
事
故
撲

滅
に
役
立
て
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。
 

 
 
 
 
 
生
活
安
全
部
 

 
 
 
 
 
 
三
好
 
利
満
 

 

試
行
錯
誤
の
 

 
 
緑
の

カ
ー
テ
ン
 

 
 
 
推
進
事
業
 

  
「
美
し
い
自
然
が
広
が
る

ま
ち
づ
く
り
」
を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
短
期
間(

一
年
～

三
年)

で
の
実
施
項
目
を
中

心
に
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
 

 
「
ヘ
チ
マ
っ
て
プ
ラ
ン

タ
ー
で
は
大
き
く
な
ら
な
い

の
？
」
「
ゴ
ー
ヤ
に
は
肥
料

は
ど
れ
く
ら
い
や
る
も

の
？
」
「
皇
帝
ダ
リ
ヤ
が
大

き
く
な
っ
た
よ
」
な
ど
な
ど
、

様
々
な
声
を
い
た
だ
い
た

｢

緑
の
カ
ー
テ
ン
推
進
事
業
」

で
し
た
。

 

 
西
中
学
校
の
生
徒
さ
ん

が
毎
年
行
っ
て
い
る
空
港

道
路
沿
い
の
清
掃
活
動
に

も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

部
と
し
て
の
活
動
方
法
を

探
し
ま
し
た
。
ま
た
、
公

園
管
理
者
と
の
協
力
に
お

い
て
は
、
生
石
地
区
の
公

園
、
緑
地
を
見
て
回
り
ま

し
た
。
 

 
各
実
施
項
目
の
取
り
組

み
に
当
た
っ
て
は
、
現
状

把
握
に
多
く
の
時
間
を
割

い
た
一
年
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
平
成
二
十
八
年
度

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

実
践
活
動
を
増
や
し
、
一

人
で
も
多
く
の
住
民
の
皆

様
に
参
加
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
取
り
組
ん
で
行
き

ま
す
。
 

 
ま
た
、
企
業
の
皆
様
に

も
奮
っ
て
参
加
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
住
民
、
企

業
が
一
丸
と
な
っ
て
「
生

石
の
ま
ち
づ
く
り
」
を

「
私
の
手
」
「
あ
な
た
の

手
」
で
実
現
し
よ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
 

 
 
 
 
環
境
部
 

 
 
 
 
 
秀
野
 
隆
昭
 
 

 
弁
天
山
ト
ン
ネ
ル
上

方
に
は
、
一
昨
年
植
樹

し
た
「
陽
光
桜
」
が
、
今
年

三
月
末
頃
に
は
見
ご
ろ

を
迎
え
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
是
非
皆
さ
ん
、
初
々

し
い
「
陽
光
桜
」
を
見
に

垣
生
山
に
登
っ
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。
 

 
そ
し
て
ま
た
、
毎
月

第
二
土
曜
日
に
行
っ
て

い
る
、
陽
光
桜
の
周
り

に
茂
る
雑
草
刈
り
サ

ポ
ー
ト
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
 

 

 
垣
生
山
整
備
部

 

 
 
 
川
本
 
三
美

 

 

平
和
の

桜
 

「
陽
光
桜
」
の

植
樹
 

 
 
 
 
推
進
!
 

  
垣
生
山
整
備
部
で

は
、
こ
の
二
年
間
、
平

和
の
桜
「
陽
光
桜
」
の
植

樹
を
行
っ
て
来
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
北
吉
田

町
側
弁
天
山
ト
ン
ネ

ル
上
方
に
四
十
一
本
、

高
岡
町
側
に
二
十
三

本
植
樹
し
ま
し
た
。
 

 
こ
の
度
は
、
さ
く
ら

小
学
校
で
、
一
月
二
十

二
日
六
年
生
全
員
が

校
庭
に
集
ま
り
、
「
陽

光
桜
」
を
卒
業
の
思
い

出
と
し
て
植
樹
し
ま

し
た
。
 

 
ま
た
、
生
石
小
学
校

で
も
、
六
年
生
代
表
五

名
と
、
垣
生
山
整
備
部

員
が
高
岡
町
側
の
垣

生
山
中
腹
に
登
り
、
二

本
の
「
陽
光
桜
」
を
植
樹

し
ま
し
た
。
 

 
更
に
、
一
月
二
十
七

日
に
は
、
西
中
学
校
で

も
三
年
生
代
表
、
男
女

一
〇
名
が
参
加
し
て

職
員
室
前
に
二
本
、
卒

業
記
念
と
し
て
植
樹

し
ま
し
た
。
 

 

 

さくら小学校の皆さん 西中学校の皆さん 生石小学校の皆さん 



　

文化祭で元気に踊る園児たち！ 

生石地区文化・芸能祭開催！！ 

会場には大勢の皆さんがつめかけました。 
        （１１／３） 

お盆の帰省客らに松山西署と松山

西地区防犯協会のみなさんが「防

犯を呼びかけ」チラシ配りを行いま

した。（８／１１ 於；松山空港） 

 １１月１５日（日）生石地区防災訓練が生石小学校グラウ

ンドで行われ、４７０名の皆さんが参加しました。 

何個入るか

なー？！ 

生石地区第４２回体育祭 （１０／１１） 

３面 

恒例の生石小学校稲刈り 
             （10／16） 

３・４月 

垣生山で「陽光桜」の撮影ロケが行われました。今、垣生山を

「陽光桜の名勝」にと、植樹を行っています。（’１５．２．２５） 

観衆を釘づけに！？ 

高岡町の田中 守さん 

 

５・６月 

７～１０月 

わたしたち・・・ 

イキピッタンコ ♡？ 



＜おしらせ＞ 

４面 

   一緒にお料理しませんか !? 
１月にはお寿司の本職さんに教わりました。お魚の

こと、マナーのことなど・・・。 

  「松山市食生活改善推進協議会 生石支部」 詳しくは、生石公民館内 

生石地区まちづくり協議会事務局に

お問い合わせください。 

    （TEL/FAX 971-2975） 
   締切！；４月末日 

☆３月１７日（木）西中学校卒業式 

★３月２４日（木）さくら・生石小学校卒業式 

★４月 ８日（金）さくら・生石小学校入学式 

☆４月１１日（月）西中学校入学式 

★４月２１日（木）生石地区まちづくり協議会  

        理事会と定期総会（19時～） 

＜  編 集 後 記  ＞   

 平成２７年度も１ケ月を残すのみとなりました。この一年間の諸
活動を振り返り、その成果や、これまで未紹介だった行事写真の

中から、主なものをピックアップして編集しました。 

 今号は、生石地区にお住いの全家庭の皆様にお届けできるよう

印刷部数を増やしました。「生石地区のまちづくり」を身近に感じて

いただき、「自分たちのまちは自分たちの手で」、より暮らしやすく、

住み良いまちにして行きたいものです。   （石本記） 

 南吉田町では、１２月１３日（日）に行われ
ました「空港フェスタ」で、南吉田町を中心に

活動している三味線グループ、藤内社中の

皆さんの三味線演奏と唄をバックに、空港２

階ロビーで盛大にもちつきを行い、、空港を

訪れた人達や、搭乗待ちの乗客の皆さんに

つきたての「おもち」をふるまい「空港フェス

タ」を盛り上げました。 

三世代交流もちつき大 会  （11／２8) 

大勢の人出で賑った履脱天満宮のお祭り 
（２／６～７） 

１２～２月 

作品展示こーなー 

人気の野菜販売コーナー 


